
文化庁令和５年度「日本語教育の参照枠」を活用した教育モデル開発事業

「日本語教育の参照枠」をもとに

カリキュラム設計を学ぶ～「生活分野」での活用～

＊日時：２０２３年11月１７日（金）～１９日（日） １３：００～１７：１０

＊場所：国際健康開発センター（神戸市中央区脇浜海岸通1-5-1）

＊対象者：以下のいずれかに相当する方

１．地域日本語教育において、コースデザインを行うなど中核的な役割を担って

いる中堅日本語教師

２．各種の日本語教育機関において、コースデザインを行うなど中核的な役割を

担ったことがあり、これから生活分野での日本語教育にも関わろうと考えて

いる中堅日本語教師等

＊定員：２０人

＊参加費：１万２千円

＊講師：金田智子（学習院大学） 島田めぐみ（日本大学）

嶋田和子（アクラス日本語教育研究所）

＊申込締め切り：１０月25日（水）

＊参加費振り込み：参加確定後、入金方法をご連絡致します。

※応募者多数の場合は、ご希望に沿えない場合があります。

なお、参加決定後、事前課題をお知らせいたします。

「日本語教育の参照枠」は、日本語教育が共生社会の実現に寄与することをめざして
作られました。この共通指標をもとに、対象者に合ったシラバス・カリキュラムを考えて
いくことが大切です。
本研修会では、「生活日本語」を学ぶコースを設計することを念頭に、「生活Can do」

を軸にして適切な教室活動をデザインする力、また、学習者の「次の学び」につながる評
価方法を身につけることをめざします。

日本語教師のための研修会

主催：公益社団法人日本語教育学会

共催：公益財団法人兵庫県国際交流協会

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLScVLB6KCVb7dJpL1ZnI
NWiJ6eb-xHtpiFCBLT8tiC797ojmcA/viewform申込

＊お問い合わせ先： office@nkg.or.jp

※ 2024年1月26日（金）～1月28日（日）には、同内容の研修会を東京（学習院大学）でも実施
いたします。詳細は後日お知らせ致します。
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